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１．はじめに  

分水嶺で囲まれた盆地地形の内部では ,夜間に地表面から赤外放射が大気に向かい放

射されることによって底部から冷気が溜まり盆地が冷却される .それに伴い通常考えら

れている気温減率とは逆に ,標高が低くなるほど気温も低くなる気温逆転が発生する . 

道東に位置する陸別町は北海道でも有数の厳寒地として知られており ,最低気温がよ

く報告される地域であるため ,北見工業大学グループは ,1994 年以来観測してきた .1)2)3)

本研究では陸別地域と北見地域において気温を測定し ,高度や気象状況との関連性を調

べ ,気温逆転現象について明らかにすることを目的とする . 

 

２．観測方法，観測地点  

(1)観測方法  

気温の測定には小型軽量の温度記録観測装置「温度

とり Jr.TR‐52」(TANDD 社)(サーミスターセンサー)

を使用した。これを各観測地点に設置し 10 分間隔で

データを記録した .それぞれの気温計には自然通風筒

を取り付け ,気温計本体やセンサー先端部に雨や雪な

どの気象現象の影響を受けることなく ,より正確な気

温を測定できるようにした .また ,日射の影響を受

けないように北方向に向けて設置した .

図-1 に自然通風筒付きの気

通風筒 

おんどとり  
Jr. TR-52

図-1 自然通風筒付き温度計

温計を示す . 

また ,両地点の風速データと日照時間

のデータは気象庁によるアメダスデー

タと ,陸別町のしばれ研究所が管理する

マメダスデータ（それぞれ 1 時間間隔

で記録）のものを使用している . 

(2)観測地点  

 観測地点は北見地域が 11 地点，陸別

地域が 24 地点の計 35 地点である  (図

-2) . 

また ,観測期間は北見地域が 2011/1/21

～2011/5/14,陸別地域が 2010/11/23～

2011/3/14 である。2 つの地域で期間が
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図-2 観測地点  
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異なっているが ,これは北見地域に設置した観測機器に不備があったためである .  

 

３．観測結果  

 観測期間中の最低気温は 2011/1/14 6:40 の陸別町高田牧場マメダス地点・低(標高

212ｍ ,高さ 2.0m)で-33.3℃であった  (図-3) . 

また ,陸別トマム地区と北見地区の日中～明け方における気温垂直分布のグラフから ,

日中は標高によってほとんど気温差がないのに対し ,明け方は標高が下がるほど気温が

下がっており ,気温逆転が明確に発生している  (図-4) . 
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図-3 陸別高田牧場(高さ 2.0m)の

気温変化 

図-4 陸別トマム地区の気温垂直分布の

時間変化  

 

４．気象状況と気温逆転現象との関

係性  

図-5 にトマム地区の温位と標高

の関係について天気別にまとめた .

快晴の日は 2011/1/30～31 のデー

タを ,曇りの日は 2/12～13 のデータ

を基に作成した .  

これらを比較すると明らかにグ

ラフの形が違う .晴れの日は ,夕方

から明け方にかけて次第に大きい

傾きを持つ気温逆転を示すのに対し ,

曇りの日はどの時間においても標高によって

気温差はほとんどなく、気温逆転は生じてい

ない .また気温の変化も快晴時に比べ明らか

に小さい . 
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図-5 陸別トマム地区 温位と標高の関係 
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また ,図 -6 は陸別町上陸別地区にある陸別

峠(標高 337m)と旧しばれ研(標高 221m)の気

温差と風速について ,1 日で最も気温が下がる

と考えられる明け方 (5:00~7:00)のデータか

ら天気別に作成した相関図である .このグラ

フから快晴の日は風が弱く ,気温差は大きい

,

差はほとんどない .2 つのグラフからこのよう

のに対し 曇りの日は風が強い時が多く気温

な結果が得られた理由として ,曇りの日は風

図-6 気温差(しばれ研－陸別峠)と

風速の相関図(2011.1～2 月) 

 
Copyright ○c  2012 公益社団法人日本雪氷学会北海道支部 

- 26 -



北海道の雪氷 No.31（2012） 

によって放射冷却が起きないこと ,および風の強いことが多く ,大気が混合されるため

中立状態だと思われる. 

 

５．北見・陸別地域の温位と標高の関係  

図-7 に陸別トマム地区と北見地区におけ

る温位と標高の関係のグラフを示す .なお

北見地区で最も全体的に気温が下がった

1/30～31 のデータを基に作成している .両

地点とも日中は各地点とも温位に差はない

が ,夜から明け方になると標高が低い地点

から徐々に冷え込んでいくのが分かる . 
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またトマム地区は盆底から 1 番高い地点

まで右肩上がりのグラフになっているのに

対し ,北見地区は右肩上がりの部分が 50m

付近までに限られている .これが冷気層の

厚さの違いとなって現れており ,トマム地

区の方の冷え込みが強くなっている原因だ

と考えられる .  

図-7 温位と標高の関係 

(陸別トマム地区と北見地域との比較)

 

６．気球係留観測  

20m

(1)観測地点 , 観測方法  

 2012/1/20～24 にかけて国立極地研究所と共同で気球係留

観測行った .気温逆転現象発生時の大気層の状況を知ることを

目的とし ,最低気温を記録した陸別町トマム地区の高田牧場周

辺で調査を行った . 
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 観測は ,図-8 のように地上 300m の高さで気球を係留し ,地

上から 10m,20m,50m,100m,200m,300m の 6 か所に観測機器

(おんどとり TR73-U)を設置する。そして 1 分毎の気温、湿度、

気圧を計測するというものである .ただし ,風によって気球が

傾くので ,観測値の気温と気圧を次式に代入することで各温度

計の高度を求めた . 

dZ= -Rd･T･dP/P･g  (Rd=287m²/s²･K, g=9.8m/s²)より , 
地面

 2 地点の高度 Z2-Z1 の標高差は  

    Z2-Z1=-Rd･(T1+T2/2)･(P2-P1)/(P1+P2/2)･g 図-8 気球概略図  
 

(2)観測結果  

 大気層における高度と気温の関係についてまとめたグラフを示す(図-9).なお ,逆転層

がはっきりと表れていた 1/20～21 のデータを使用した. 

このグラフから 17h ではほぼ真っすぐだが下から徐々に冷えていくのが分かる .これ

から時間が経過するにつれて気温逆転層が厚くなるということにつながる .また ,17:00

～0:00 までは気球の高度が低いことから風が強かったことが考えられる .その後高度が

高くなっており ,逆転層も発達していることから風が弱まったことが推測できる .さら
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に ,地表気温のデータとしてトマム地区に設置していた温度計から 1/21 6:00 の気温高

度分布のグラフを作成し(黄色のプロット)大気層のグラフと比較してみると ,ほとんど

差がないことが分かる. 

図-10 には 2 時間毎のトマム頂上への斜面上の地上気温(おんどとりデータ)と上空(気

球観測値)の気温差を示す .夜中の 0:00～2:00 にかけて標高の高い地点(トマム中腹 ,ト

マム山麓)では地表面の気温の方が低くなっており ,斜面に沿って冷気が通っている様

子が分かる .しかし ,他の地点では地表面の方が低くなるという傾向が見られなかった

ので ,なぜそのような結果になったのか今後更に調査を進めていく必要があると考え

る . 
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図-10 地表面(おんどとりデータ)と

上空(気球観測値)の気温差 図-9 高度と気温の関係(気球観測)

 

７．まとめ 

 ・2011 年全観測地点で最も気温が低かったのは高田牧場(2.0m 高)で-33.3℃を記録 . 

 ・陸別地域は逆転層の厚さが 300m 以上あり ,北見地域の 50m より厚い . 

 ・快晴・晴れの日は強い逆転現象が発生するのに対し ,曇りの日は高度に対して気温

がほぼ一定である .また ,曇りの日は風が強い時が多く ,気温逆転現象が発生しにく

い原因となっている . 

 ・気球による気温鉛直分布から大気の逆転層の変化を確認することが出来た .ただし ,

冷気が斜面に沿って下っているという過程が確認できなかったので ,今後更に調査

を進めていく必要がある . 
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